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序　章1

序
章

二
〇
〇
四
年
九
月
一
四
日
、
三
機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
グ
ァ
タ
パ
ラ
上
空
を
飛
行
し

て
い
た
。
グ
ァ
タ
パ
ラ
日
本
人
移
住
地
上
空
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
日
本
の
小
泉
純
一
郎
首
相（
当
時
）を
乗
せ
た
一

機
が
、
突
如
と
し
て
下
降
し
、
着
陸
し
た
。

こ
の
グ
ァ
タ
パ
ラ
移
住
地
は
、
日
本
人
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
最
初
に
入
植
し
た
、
い
わ
ば
、
日
本
人
に
と
っ

て
の
プ
リ
マ
ス
植
民
地
と
い
え
る（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
プ
リ
マ
ス
は
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
が
到
着
し

た
、
最
初
の
入
植
地
）。
首
相
一
行
が
着
陸
し
た
そ
の
場
所
に
は
、
日
本
人
移
民
の
子
孫
た
ち
一
〇
〇
人
ほ
ど
が
集
ま

っ
て
い
た
。

当
初
の
予
定
で
は
、
搭
乗
機
が
日
系
人
移
民
の
墓
苑
上
空
に
さ
し
か
か
っ
た
時
に
、
首
相
が
機
上
か
ら
花
束
を
投

下
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
赤
土
に
石
灰
で
書
か
れ
た
「
歓
迎
、
小
泉
首
相
」
の
文
字
と
日
の
丸
を
目
に
し
た

首
相
が
予
定
を
変
更
し
て
着
陸
を
希
望
し
た
の
だ
っ
た
。

グ
ァ
タ
パ
ラ
の
日
系
人
は
、「
ま
さ
か
の
出
来
事
」
に
驚
喜
し
て
首
相
を
と
り
囲
ん
だ
。
小
泉
は
歓
迎
す
る
人
々

に
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
な
が
ら
、
一
人
一
人
と
握
手
し
、
言
葉
を
交
わ
し
（
（
（
た
。

最
初
の
日
本
人
移
民
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
土
を
踏
ん
だ
の
が
一
九
〇
八
年
。
そ
の
約
一
〇
〇
年
後
、
移
民
の
子
孫
た
ち
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は
、
先
祖
が
苦
闘
し
て
き
た
そ
の
土
地
で
小
泉
首
相
に
体
現
さ
れ
た
「
祖
国
」
と
再
会
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
翌
日
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
の
日
本
人
居
住
地
区
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
に
あ
る
日
伯
文
化
協
会
に
は
日
本
の
首
相
に

一
目
会
お
う
と
一
二
〇
〇
人
の
日
系
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
日
本
の
首
相
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
と
会
う
の
は
、
一

九
七
四
年
の
田
中
角
栄
の
訪
伯
以
来
だ
っ
た
。

日
系
人
聴
衆
を
前
に
話
を
し
て
い
た
小
泉
首
相
は
、
話
が
前
日
の
グ
ァ
タ
パ
ラ
で
の
出
来
事
に
及
ぶ
と
、
突
然
言

葉
を
詰
ま
ら
せ
嗚
咽
し
始
め
た
。
聴
衆
は
み
な
静
ま
り
か
え
り
、
中
に
は
も
ら
い
泣
き
す
る
者
も
い
た
。
日
本
の
首

相
と
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
同
胞
愛
を
確
認
し
あ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
小
泉
に
と
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
は
「
心
の
中
で
も
っ

と
も
近
い
国
」
な
の
だ
そ
う
（
（
（

だ
。
ま
た
、「
同
胞
」
た
ち
の
中
で
も
、
祖
国
と
の
心
情
的
・
文
化
的
つ
な
が
り
は
、

長
い
年
月
と
距
離
を
経
て
連
綿
と
続
い
て
い
た
。
そ
の
両
者
が
、
今
、
移
民
の
過
去
の
苦
難
と
犠
牲
の
記
憶
を
分
か

ち
合
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
流
し
た
涙
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
た
。

二
つ
の
「
日
本
」
の
再
会
、
そ
れ
自
体
は
純
粋
で
感
動
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国
策
移
民
と
し
て
南
米
・
カ
リ
ブ

海
に
渡
っ
た
日
本
人
と
日
本
国
家
と
の
歴
史
的
関
係
は
複
雑
で
波
乱
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
末
よ
り
二
〇
世
紀
中
頃
ま
で
、
約
三
一
万
人
の
日
本
人
が
、
新
天
地
を
求
め
て
、
未
知
の
地
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
移
住
し
た
。
そ
の
大
半
は
、
一
九
二
四
年
以
降
、
日
本
政
府
が
奨
励
・
支
援
し
た
「
国
策
移
民
」
だ
っ
た
。

日
本
近
代
史
に
お
い
て
、
南
米
や
カ
リ
ブ
海
へ
の
移
民（
以
下
「
南
米
移
民
」
と
呼
ぶ
）が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
解
釈
や
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
米
移
民
は
日
本
の
国
際
主
義
の
成

果
だ
と
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
が
あ
る
。
今
や
一
五
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
社
会
は
日
本
国
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外
最
大
の
日
系
人
社
会
と
み
な
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
日
系
人
初
の
ペ
ル
ー
国
大
統
領
と
な
っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ

ジ
モ
リ
は
、
日
本
の
国
際
進
出
の
象
徴
と
さ
れ
た
。
一
方
で
、
南
米
移
民（
移
民
個
人
で
は
な
く
、
移
民
政
策
や
移
民
の

実
態
）を
批
判
的
に
捉
え
る
見
方
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
国
家
は
、
移
民
を
遠
く
離
れ
た
異
国
に
送
り
出
し
、
現

地
の
厳
し
い
自
然
・
社
会
環
境
に
置
き
去
り
に
し
た
と
考
え
る
棄
民
論
だ
。
ま
た
、
移
民
た
ち
が
味
わ
っ
た
塗
炭
の

苦
し
み
の
責
任
は
国
に
あ
る
と
し
て
、
訴
訟
を
起
こ
す
者
も
い
た
。

著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
評
価
が
分
か
れ
る
日
本
人
の
南
米
移
民
、
特
に
、
日
本
政
府
が
大
き
く
か
か
わ
っ
た
時
期

の
移
民
に
関
心
を
持
っ
た
。
歴
史
文
献
や
公
文
書
を
読
み
す
す
め
、
南
米
移
民
の
歴
史
や
実
態
を
知
る
に
つ
れ
、
短

絡
的
に
は
語
れ
な
い
、
移
民
と
国
家（
日
本
）と
の
複
雑
な
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
政
府
は
、
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
意
図
や
目
標
を
も
っ
て
南
米
移
民
政
策
を
行
っ
た
の
か
。
移
民
は
「
祖
国
」
日
本
と
ど
の
よ
う
な

関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
た
の
か
。
南
米
移
民
は
、
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。

国
策
と
し
て
の
南
米
移
民
の
実
体
、
及
び
、
近
代
日
本
の
「
国
家
建
設
」
に
と
っ
て
の
南
米
移
民
の
意
義
が
本
書
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
。

南
米
移
民
に
関
す
る
三
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

日
本
の
南
米
移
民
の
実
態
は
説
明
し
き
れ
な
い
謎
や
矛
盾
点
が
多
い
。
中
で
も
、
次
の
三
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は

国
際
移
民
や
日
本
史
の
分
野
の
先
行
研
究
で
は
十
分
な
説
明
が
つ
い
て
い
な
い
。

第
一
は
移
民
の
流
れ
と
入
植
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
本
人
の
南
米
移
民
は
、
ハ
ワ
イ
・
北
米
移
民
よ

り
一
〇
年
ほ
ど
遅
れ
て
、
一
九
世
紀
末
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
初
期
の
移
民
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
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キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
の
農
園
や
鉱
山
で
働
く
、
い
わ
ゆ
る
「
出
稼
ぎ
移
民
」
だ
っ
た
。
彼
ら
の
賃
金
は
、
ア
メ
リ
カ
や

カ
ナ
ダ
よ
り
低
い
も
の
の
、
日
本
よ
り
は
高
く
、
貯
蓄
や
母
国
へ
の
送
金
も
可
能
だ
っ
た
。
初
期
の
南
米
移
民
の
移

住
パ
タ
ー
ン
は
、「
移
民
は
低
経
済
か
ら
比
較
的
高
い
経
済
に
向
か
う
」
と
新
古
典
派
経
済
学
者
た
ち（
例
え
ば
、
ス

テ
フ
ァ
ン
・
キ
ャ
ス
ル
ズ
と
マ
ー
ク
・
ミ
ラ
ー
）が
唱
え
る
「
国
際
移
民
の
常
識
」
と
一
致
し
て
い
（
（
（
る
。

そ
れ
が
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
崩
れ
、
移
民
は
「
低
い
経
済
か
ら
さ
ら
に
低
い
経
済
へ
」

と
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
入
植
先
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
辺
境
地
と
い
っ
た
、
人
口
も
ま
ば
ら
な
後
進
地
域

ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
低
開
発
地
域
に
は
、
外
国
人
労
働
者
が
「
一
攫
千
金
」
で
き
る
よ
う
な
商
業
や
産
業
の

拠
点
は
な
か
っ
た
。
最
低
限
の
生
活
に
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た（
詳
し
く
は
第
一
章
で
述
べ
る
）。

こ
の
国
際
移
民
の
常
識
を
覆
す
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
は
戦
後
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
戦
後
の
日
本
人
南
米
移
民
は
、

日
本
が
主
権
を
取
り
戻
す
一
九
五
二
年
に
再
開
さ
れ
て
い
る
。
移
住
先
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
や
辺
境
地

（sertão

）、
ボ
リ
ビ
ア
や
パ
ラ
グ
ア
イ
の
奥
地
、
カ
リ
ブ
海
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
山
岳
地
帯
で
、
現
地
の
人
間
や
他

国
の
移
民
た
ち
も
近
寄
ら
な
か
っ
た
所
ば
か
り
だ
。
こ
の
よ
う
な
辺
境
地
に
入
植
し
た
日
本
人
は
日
本
に
い
た
時
よ

り
も
貧
困
化
し
た（
詳
し
く
は
第
二
章
）。

戦
前
も
戦
後
も
、
日
本
人
が
海
外
移
住
を
思
い
立
っ
た
主
な
動
機
は
、
よ
り
豊
か
で
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
国
に
移
住

し
て
労
働
条
件
や
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
だ
っ
た
は
ず
だ
。
な
ら
ば
な
ぜ
、
彼
ら
は
成
功
の
見
通
し
の
低
い
辺
境
地

に
移
住
し
て
い
っ
た
の
か
。

第
二
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
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第
三
、
第
四
章
で
概
説
す
る
よ
う
に
、
こ
の
開
拓
移
民
は
、
戦
前
も
戦
後
も
日
本
政
府
が
積
極
的
に
奨
励
・
推
進

し
た
も
の
だ
っ
た
。

ハ
ワ
イ
・
北
米
移
民
や
初
期
の
南
米
移
民
で
は
、
民
間
会
社
が
移
民
「
事
業
」
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
が
、

一
九
二
〇
年
代
中
頃
、
対
南
米
移
民
は
「
国
営
化
」
さ
れ
、
関
係
省
庁
や
政
府
系
団
体
の
直
轄
と
な
っ
た
。
以
後
、

南
米
移
民
は
い
わ
ゆ
る
「
国
策
移
民
」
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
戦
後
移
民
も
、
外
務
省
、
農
林
水
産
省
等
の
政
府
機

関
が
主
導
し
た
。

政
府
の
移
民
計
画
は
、
移
住
地
の
悪
条
件
、
計
画
の
ず
さ
ん
さ
、
受
入
国
政
府
の
約
束
不
履
行
な
ど
が
原
因
で
、

次
々
に
頓
挫
・
失
敗
し
て
い
く
。
移
住
者
た
ち
の
中
に
も
入
植
地
を
放
棄
し
た
り
日
本
政
府
に
帰
国
嘆
願
を
申
し
出

た
り
す
る
者
が
出
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
住
計
画
が
中
止
、
変
更
、
再
調
整
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
も
っ
と
多
く
の
移
住
者
を
送
り
込
も
う
と
し
た
。
政
府
は
な
ぜ
そ
こ
ま
で
南
米
移
民

に
固
執
し
た
の
か
。

こ
う
し
た
問
い
に
対
し
て
は
、「
海
外
移
民
は
日
本
国
内
の
人
口
問
題
を
解
決
す
る
の
に
必
要
だ
っ
た
」
か
ら
だ

と
い
う
マ
ル
サ
ス
学
派
的
な
回
答
が
な
さ
れ
（
（
（
る
。
近
代
化
途
上
に
あ
っ
た
戦
前
の
経
済
社
会
構
造
で
は
急
増
す
る
人

口
を
支
え
き
れ
ず
、
失
業
・
貧
困
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
政
府
は
常
に
対
策
に
苦
慮
し
た
。
そ
こ
で
、
苦
肉

の
策
と
し
て
、
国
民
の
一
部
を
海
外
に
送
り
出
す
政
策
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
戦
後
は
、
敗
戦
・
海
外
領
土
喪
失
に
よ

る
大
量
の
引
揚
者
の
帰
国
で
、
日
本
国
内
は
人
口
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。
政
府
は
戦
前
の
政
策
に
倣
い
、
海
外
移
住

で
人
口
過
密
を
緩
和
さ
せ
る
方
策
を
再
採
択
し
た
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
通
説
と
な
っ
た
「
人
口
問
題
へ
の
特
効
薬
」
と
し
て
の
移
民
政
策
像
に
は
、
も
っ
と
注
意
深
い
考
察
が
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必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
移
民
政
策
の
建
前
と
当
時
の
社
会
経
済
の
実
態
と
の
間
に
は
大
き
な
ズ
レ
が
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る（
第
三
、
第
四
、
第
五
章
参
照
）。
ま
た
、
政
府
の
見
解
や
移
住
計
画
推
進
者
た
ち
の
証
言
を
精
査
し
て

い
く
と
、「
人
口
」
や
「
貧
困
」
と
並
行
し
て
別
の
国
内
問
題
、
特
に
政
治
の
問
題
が
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
果
た
し
て
、
移
民
政
策
の
本
当
の
狙
い
は
何
だ
っ
た
の
か
。

第
三
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

南
米
移
民
は
日
本
の
ど
こ
か
ら
来
て
い
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
人
々
が
移
住
し
た
の
か
。
こ
の
直
観
的
な
問
い
は

今
ま
で
あ
ま
り
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
（
（
（

た
。
し
か
し
、
戦
前
戦
後
と
も
、
南
米
移
民
の
半
数
近
く
が
山
陽
・

北
部
九
州
の
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
南
米
移
民
を
送
出
し
続
け

た
の
か
。

一
部
の
歴
史
家
や
移
民
研
究
者
は
、
移
民
出
身
地
が
特
定
の
地
域
に
集
中
す
る
の
は
文
化
的
要
因
に
起
因
す
る
と

説
明
す
（
（
（

る
。
つ
ま
り
、
南
米
移
民
を
生
み
出
し
た
山
陽
・
北
部
九
州
地
方
に
は
、
明
治
の
初
め
よ
り
海
外
移
民
の
習

慣
が
定
着
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
地
域
に
は
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
、
海
外
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と
い
う
人
間
が
多
く
存

在
し
、
移
民
は
地
域
社
会
の
誇
り
と
し
て
奨
励
さ
れ
も
し
た
。
国
際
移
民
学
を
研
究
す
る
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
セ
イ
は

「〝
移
民
〟
は
、
人
々
の
行
動
規
範
に
深
く
浸
透
し
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
観
の
一
部
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
、
移
民
の
伝
統
化
と
移
民
出
身
地
の
集
中
と
の
相
関
関
係
を
実
証
し
て
み
せ
（
（
（
た
。
マ
セ
イ
は
さ
ら
に
、

特
定
地
域
で
移
民
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
「
社
会
資
本（social capital

）」
を
挙
げ
る
。
例
え
ば
、
親
類
知
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
移
民
に
関
す
る
知
識
や
情
報
、
手
紙
や
口
コ
ミ
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
、
移
民
会
社
、
海
外
か
ら
の
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送
金（
同
郷
人
の
移
住
を
支
援
す
る
）な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
社
会
資
本
」
が
移
民
の
出
身
地
と
移
住
先
の
間
に
形

成
さ
れ
、
さ
ら
な
る
移
民
を
よ
ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
移
住
先
で
は
同
郷
人
が
集
ま
り
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ

ン
フ
ォ
ー
ト
・
ゾ
ー
ン
」
も
で
き
あ
が
る
。
文
化
的
安
全
弁
と
も
い
え
る
こ
の
民
族
共
同
体
は
、
後
発
移
民
に
も
安

心
感
を
与
え
、
移
住
の
心
理
的
コ
ス
ト
を
軽
減
し
、
移
民
を
促
進
す
（
（
（
る
。
山
陽
・
北
部
九
州
に
は
、
こ
う
し
た
社
会

資
本
が
集
積
し
、
結
果
と
し
て
、
同
地
域
か
ら
南
米
へ
の
移
民
が
増
加
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

確
か
に
、
地
域
共
同
体
の
価
値
観
や
移
民
を
促
進
す
る
社
会
資
本
な
ど
の
要
因
は
、
初
期
の
移
民

─
ハ
ワ
イ
・

北
米
移
民
や
一
九
一
〇
年
代
ま
で
の
南
米
移
民

─
の
発
展
に
は
影
響
を
及
ぼ
し
、
山
陽
・
北
部
九
州
の
諸
県
を

「
伝
統
的
移
民
県
」
に
し
た
。
し
か
し
、
国
策
化
さ
れ
て
か
ら
の
南
米
移
民
や
戦
後
の
移
民
に
関
し
て
は
、
既
存
の

経
路
や
社
会
資
本
の
効
力
は
希
薄
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
国
策
化
後
は
移
住
先
が
変
わ
り
、
移
民
た
ち
は
人
跡
未

踏
の
地
に
送
り
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
南
米
移
民
を
本
格
的
に
計
画
・
支
援
し
た
の
は
「
社
会
」
的
ア
ク
タ
ー
で
な
く
「
国

家（state

）」
の
ア
ク
タ
ー
な
の
で
あ
る
。
国
は
ど
の
よ
う
な
意
図
や
意
思
を
も
っ
て
移
民
政
策
を
実
行
し
た
の
か
。

さ
ら
に
、
国
策
と
い
う
鳴
り
物
入
り
で
推
進
さ
れ
た
移
民
は
全
国
に
広
が
っ
て
し
か
る
べ
き
な
の
に
、
戦
前
戦
後

と
も
移
民
希
望
者
が
一
局
集
中
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
こ
で
も
地
域
レ
ベ
ル
か
ら
の
検
証
が
必
要
に
な
る
。

日
本
政
治
の
視
点
か
ら
見
た
南
米
移
民

謎
や
矛
盾
が
多
い
南
米
移
民
が
既
存
の
理
論
や
視
点
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
と
な
る
と
、
他
に
ど
の
よ
う
な
分
析

方
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
日
本
国
内
の
政
治
に
焦
点
を
絞
っ
て
南
米
移
民
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
思
う
。
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海
外
移
民
と
い
う
「
国
際
」
現
象
を
移
民
送
出
国
の
「
国
内
」
政
治
か
ら
分
析
す
る
と
い
う
取
り
組
み
は
、
日
本

や
海
外
の
移
民
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
、
移
民
送
出
国
政
府
の
政

策
や
制
度
は
国
際
移
民
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
特
定
の
政
策
目
標
、
意
図
、
認
識
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
移
民
政
策
を
策
定
す
る
。
策
定
さ
れ
た
移
民
政
策
は
、
政
府
の
制
度
・
財
政
・
政
治
的
支
援
を

受
け
、
社
会
に
広
く
普
及
す
る
よ
う
宣
伝
・
啓
蒙
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
外
で
も
、
日
本
人
移
民
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
よ
う
、
移
民
外
交
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
移
民
は
、
送
出
国
政
府
と
い
う
「
目
に
見
え
る
、
意
思

を
持
っ
た
手
」
に
動
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
南
米
移
民
は
、
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
物
語
っ
て
く
れ

る
。本

書
で
は
国
家
を
中
心
軸
に
置
く
と
は
い
え
、
国
家
が
マ
ク
ロ
的
社
会
経
済
構
造
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、
完
全
に

独
立
し
た
行
為
者
で
あ
る
と
の
立
場
は
と
ら
な
い
。
国
家
の
思
想
や
理
念
、
行
動
は
特
殊
な
社
会
状
況
の
影
響
を
受

け
、
ま
た
、
時
の
社
会
状
況
を
反
映
す
る
。
政
治
学
者
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
社
会
政
策
と
い
う
も

の
は
、「
そ
の
国
の
歴
史
に
深
く
根
付
き
、
思
想
を
反
映
し
、
時
の
支
配
的
な
政
治
経
済
要
求
か
ら
の
制
約
を
受
け

る
（
（
（

」。
国
際
移
民
レ
ジ
ー
ム
に
積
極
的
に
関
与
し
、
太
平
洋
圏
の
移
民
の
流
れ
や
ペ
ー
ス
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

日
本
政
府
も
、
内
政
面
で
は
近
代
化
の
過
程
で
生
じ
た
経
済
、
社
会
、
政
治
の
歪
み
に
苛さ

い
なま
れ
て
き
た
。
国
策
南
米

移
民
が
実
行
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
、
及
び
、
五
〇
年
代
と
い
う
時
期
、
日
本
政
府
は
大
衆
社

会
と
深
刻
な
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
制
度
的
疲
労
や
経
済
不
況
で
社
会
が
不
安
定
に
な
り
、
資
本
主
義
と
共
産
主
義

の
対
立
な
ど
思
想
の
分
断
も
深
刻
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
そ
れ
ま
で
無
力
だ
っ
た
大
衆
が
中
央
権
力
や
体
制
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に
向
か
っ
て
拳こ
ぶ
しを

挙
げ
、
中
で
も
、
社
会
の
底
辺
に
お
か
れ
た
人
間
が
過
激
な
反
体
制
運
動
を
起
こ
す
よ
う
な
事
態

が
発
生
し
た
。
怒
れ
る
大
衆
を
前
に
、
統
治
能
力
や
正
統
性
に
対
す
る
自
信
が
揺
ら
い
だ
政
府
は
、
反
対
勢
力
を
排

除
し
体
制
を
立
て
直
す
べ
く
、
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
て
く
る
。
そ
の
統
治
の
手
段
の
ひ
と
つ
が
南
米
移
民
政
策
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
書
で
は
、
こ
の
移
民
の
社
会
的
エ
ト
ス
を
日
本
国
内
の
歴
史
・
政
治
的
文
脈
か
ら
解
析
し

て
い
く（
第
六
章
以
下
）。

国
家
建
設
を
担
っ
た
南
米
移
民

イ
ギ
リ
ス
の
思
想
家
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
は
一
六
〇
六
年
、
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
に
こ
う
進
言
し
て
い
る
。

「
移
民
は
国
家
に
二
つ
の
便
益
を
も
た
ら
し
ま
す
。
一
つ
は〔
不
要
な
〕人
々
を
国
内
か
ら
排
除
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
も
う
一
つ
は
国
外
で
利
用
で
き
る
こ
と
で
す
」
と
。
自
国
民
を
海
外
に
送
り
出
し
、
植
民
地
建
設
に
動
員
す
る
と

い
う
事
業
は
、
一
六
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
植
民
」
地
主
義
の
典
型
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
内
地
の
「
浄
化
」、

す
な
わ
ち
、
国
内
の
不
要
も
し
く
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
口
を
海
外
に
放
逐
す
る
と
い
う
「
国
民
排
除
」
の
機
能
を

組
み
込
み
、
海
外
移
民
の
効
果
を
最
大
化
し
よ
う
と
い
う
ベ
ー
コ
ン
の
政
策
提
言
は
先
見
的
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約

二
〇
〇
年
後
の
一
八
世
紀
末
、
イ
ギ
リ
ス
は
流
刑
者
を
移
送
す
る
受
け
皿
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

湾
岸
に
植
民
地
を
建
設
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
植
民
地
を
増
や
し
て
い
き
、
元
囚
人
や
都
市
ル
ン
ペ
ン
、
植
民
地

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
な
ど
、
国
内
で
手
に
余
っ
た
人
々
を
送
り
込
ん
で
い
っ
た
。
ベ
ー
コ
ン
が
描
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
・
モ
デ
ル
「
移
民
＋
植
民
地
建
設
＋
国
内
浄
化
」
政
策
が
実
践
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
二
一
年
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
博
愛
主
義
団
体
「
ア
メ
リ
カ
植
民
地
協
会
」
が
、
解
放
奴
隷
人
口
の
増
加
で
深
刻
化
し
て
い
た
国
内
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の
人
種
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
西
海
岸
に
植
民
地
を
建
て
た
。
植
民
地
は
発
展
し
、
二
〇
年
後
の

一
八
四
七
年
、「
リ
ベ
リ
ア
」
国
と
し
て
独
立
し
て
か
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
は
一
万
人
以
上
の
解
放
奴
隷
を
移
住
さ
せ
、

国
家
建
設
、
及
び
、「
母
国
」
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
の
発
展
の
た
め
に
役
立
た
せ
た
。
解
放
奴
隷
の
処
遇
に
困
り
、

彼
ら
の
安
住
の
地
を
国
内
で
は
な
く
海
外
に
求
め
さ
せ
、
そ
の
上
で
植
民
地
経
営
を
試
み
た
こ
の
慈
善
事
業
も
「
政

治
的
安
全
弁
＋
植
民
地
建
設
」
を
目
指
し
た
移
民
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
（
（（
（
い
。

一
九
世
紀
後
半
か
ら
世
界
の
植
民
地
主
義
競
争
に
加
わ
っ
た
日
本
も
、
北
海
道
、
台
湾
、
朝
鮮
、
満
州
に
日
本
人

を
開
拓
民
と
し
て
入
植
さ
せ
、
植
民
地
建
設
に
貢
献
さ
せ
た
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
一
九
、
二
〇
世

紀
に
欧
米
日
の
帝
国
主
義
が
実
践
し
た
「
移
民
に
よ
る
国
内
統
治
と
植
民
地
建
設
」
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
モ
デ

ル
を
「
社
会
帝
国
主
義
」
と
概
念
化
し
て
い
（
（（
（

る
。
特
に
、
戊
辰
戦
争（
一
八
六
八
─
六
九
年
）で
敗
北
し
た
会
津
藩
な
ど

の
元
藩
士
が
北
海
道
に
屯
田
兵
と
し
て
入
植
し
た
例
や
、
東
北
や
長
野
県
の
貧
困
層
が
大
量
に
満
州
国
に
送
り
込
ま

れ
た
例（
一
九
三
七
年
、
広
田
弘
毅
内
閣
が
国
策
化
）な
ど
は
、
ベ
ー
コ
ン
が
提
言
し
た
「
国
内
浄
化
＋
移
民
＋
植
民
地

建
設
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
モ
デ
ル
に
あ
て
は
ま
る
。

本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
南
米
移
民
政
策
に
も
「
国
内
か
ら
の
排
除
と
海
外
で
の
利
用
」
と
い
う
二
つ
の
裨
益
が
求

め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
内
で
は
「
非
生
産
的
で
規
律
の
な
い
大
衆
」
と
疎
ま
れ
た
人
民
も
移
住

地
で
は
「
有
益
で
忠
誠
心
あ
ふ
れ
る
開
拓
民
」
と
し
て
活
用
で
き
る
。
日
本
政
府
や
日
系
企
業
が
資
本
投
下
し
た
入

植
地
に
移
民
を
大
量
に
送
り
込
み
、
彼
ら
や
そ
の
子
孫
と
は
国
境
を
超
え
て
「
国
家
的
」
関
係
を
築
き
、「
国
民（
戦

前
で
は
「
臣
民
」
と
呼
ば
れ
た
）」
を
日
本
の
国
益
や
国
威
発
揚
、
西
半
球
に
お
け
る
日
本
の
影
響
圏
の
拡
張
に
役
立

て
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
胆
な
超
領
土
的（extra-territorial

）発
想
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
移
住
先
の
ラ
テ
ン
ア
メ




